
　
玉
縄
八
幡
宮
と
は
？
、
三
代
城
主
綱

成
の
館
と
は
？
城
下
町
植
木
新
宿
や
川

湊
の
実
体
は
？
謙
信
も
信
玄
も
攻
略
を

諦
め
た
堅
固
な
城
郭
の
秘
密
と
は
？
六

代
城
主
氏
勝
か
ら
徳
川
家
康
へ
江
戸
期

へ
そ
し
て
現
代
へ
受
け
継
が
れ
た
早
雲

の
「
民
の
た
め
の
国
づ
く
り
の
志
」
と

は
？
そ
し
て
い
ま
私
た
ち
の
暮
ら
す
玉

縄
城
域
が
な
ぜ
素
晴
ら
し
い
地
域
と
い

え
る
の
か
？
そ
れ
ら
を
市
と
市
民
の
協

働
で
解
明
す
る
計
画
で
す
。
　

◆
研
究
陣
に
は
伊
藤
一
美
、
玉
林
美
男

大
竹
正
芳
の
先
生
方
に
、
小
和
田
哲
男

千
田
嘉
博
、
黒
田
基
樹
、
伊
東
潤
な
ど

各
氏
に
も
参
加
を
依
頼
し
ま
す
。
歴
史

学
、
考
古
学
、
城
郭
史
学
な
ど
多
角
的

な
見
地
か
ら
進
め
る
こ
の
鎌
倉
鎮
護
の

玉
縄
城
の
総
括
研
究
は
、
令
和
５
年
４

月
よ
り
開
始
し
ま
す
。
　

◆
十
月
十
七
日
、
鎌
倉
市
長
に
こ
の
文

化
庁
補
助
事
業
の
共
催
を
提
案
、
深
く

理
解
を
頂
い
た
こ
と
で
、
私
た
ち
は
計

画
の
実
現
に
自
信
を
深
め
ま
し
た
。

城
域
５
拠
点
３
１
か
所
の
発
掘
調
査
の
総
括
研
究
と
発
表
へ
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玉
縄
城
と
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
見
つ
め
て

市
と
市
民
の
協
働
に
よ
る
挑
戦

◆
地
域
の
誇
り
で
あ
る
玉
縄
城―

そ
こ

に
は
歴
史
的
に
も
城
郭
と
し
て
も
ま
だ

多
く
の
謎
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
玉
縄
城
址
を
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
す

る
地
域
住
民
に
も
「
玉
縄
城
と
地
域
の

素
晴
ら
し
さ
」
が
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い

な
い
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
答
は
未
公

開
資
料
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。   

  

昭
和
５
０
年
代
か
ら
こ
れ
ま
で
鎌
倉

市
文
化
財
課
が
進
め
て
き
た
玉
縄
城
域

発
掘
調
査
、
と
く
に
城
域
３
１
か
所
の

発
掘
の
膨
大
な
資
料
の
中
に
ま
だ
総
括

さ
れ
ず
未
公
開
の
ま
ま
。
そ
し
て
当
会

が
１
５
年
間
積
み
重
ね
て
き
た
玉
縄
城

の
調
査
の
中
に
も
ー
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
に
光
を
当
て
た
い
。

私
た
ち
の
地
域
の
た
め
に
市
と
市
民
の

協
働
に
よ
っ
て
「
玉
縄
城
と
地
域
の
素

晴
ら
し
さ
」
を
証
明
し
伝
え
た
い
。

◆
そ
れ
が
「
城
域
５
拠
点
３
１
か
所
」

の
総
括
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す

◆
こ
れ
ま
で
に
や
っ
て
き
た
こ
と

・
玉
縄
城
築
城
５
０
０
年
祭
推
進

・
玉
縄
城
址
を
守
っ
て
き
た
１
６
年
間

・
城
址
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
６
５
回

・
歴
史
の
道
七
曲
坂
整
備
改
修
の
実
現

・
太
鼓
櫓
址
周
辺
の
市
民
緑
地
の
実
現

・
蹴
鞠
場
、
矢
射
場
の
再
発
見
と
保
全

・
玉
縄
城
址
史
跡
指
定
方
針
決
定
へ
提
案

・
文
化
庁
地
域
文
化
財
活
用
事
業
の
推
進

・
玉
縄
歴
史
館
の
活
用
と
拡
充

・
歴
史
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
創
設

・
市
民
学
芸
員
の
育
成
と
活
動

・
小
学
生
体
験
学
習
１
万
２
千
名
対
応

・
中
高
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

・
大
学
博
物
館
学
の
実
習
機
関
に
指
名

◆
一
緒
だ
か
ら
で
き
た
こ
と

　
こ
れ
ら
は
指
導
す
る
先
生
、
多
様
な
才

能
を
も
つ
仲
間
、
そ
し
て
市
民
行
政
が
協

働
し
、
一
緒
に
汗
を
か
い
た
か
ら
こ
そ
、

実
現
し
た
こ
と
で
す
。
神
奈
川
県
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
活
動
奨
励
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。
　
　
　

　
当
会
は
こ
れ
か
ら
も
産
官
学
民
民
の
協

働
に
よ
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
玉
縄
歴
史
館
は
市
民
の
博
物
館

　
文
化
庁
補
助
事
業
で
市
民
学
芸
員
が
誕

生
、
館
内
を
案
内
し
、
高
校
生
や
大
学
生

が
参
加
し
て
企
画
や
制
作
の
実
践
を
楽
し

む
体
験
学
習
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
歴
史
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
地
域
の
歴
史

や
生
態
系
、
ア
ー
ト
を
「
意
外
性
の
あ
る

演
出
」
で
企
画
展
示
を
進
め
て
い
ま
す
。
　
　

　
重
文
古
民
家
は
本
格
的
な
「
四
季
の
設

え
」
で
参
観
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

◆
玉
縄
城
址
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
月
例
の
七
曲
坂
、
市
民
緑
地
の
美
化
と

城
址
の
森
の
保
全
活
動
、
倒
木
処
理
、
竹

林
整
備
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
休
み

な
く
進
め
て
い
ま
す
。
環
境
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
育
成
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
ト
ピ
ッ
ク
ス
情
報

　
Ｊ
Ｒ
大
船
駅
と
協
力
し
て
実
施
す
る
、

「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
令
和
５
年
３

月
１
日
か
ら
３
１
日
ま
で
実
施
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
「
謎
に
包
ま
れ
た
鎌

倉
鎮
護
の
名
城
、
玉
縄
城
址
・
城
下
を
巡

る
コ
ー
ス
」
に
沢
山
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

当
会
の
活
動
目
標
の
一
つ
「
玉
縄
城
址
歴

史
ト
レ
イ
ル
」
が
動
き
だ
し
ま
す
。
鎌
倉

に
も
う
一
つ
歩
く
歴
史
観
光
の
場
所
が
生

ま
れ
る
の
で
す
。

◆
「
有
難
う
！
」
と
言
っ
て
も
ら
う

   

そ
れ
が
私
た
ち
の
「
目
標
」
で
す
。

   

活
動
１
６
年
目
、
こ
れ
か
ら
も
人
に
地

域
に
役
立
つ
こ
と
を
め
ざ
し
、
楽
し
み
な

が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
汗
を
流
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
荒
井
　
章

玉
縄
城
の
素
晴
ら
し
さ
を
活
か
し
て



◆
古
文
書(

花
押)

解
読
講
座  

    

講
師 
伊
藤
一
美

「
花
押
」
で
分
か
る
城
主
の
気
構
え
。

・
後
北
条
氏
始
祖
宗
瑞
と
氏
綱
、
氏
康
文
書

・
玉
縄
北
条
氏
初
代
の
氏
時
、
為
昌
文
書
を
読
む
。

　
大
型
Ｔ
Ｖ
採
用
に
よ
り
、

　
花
押
を
詳
細
に
分
析
し
て

　
城
主
の
特
徴
や
時
代
背
景

　
や
性
格
ま
で
推
測
す
る
こ

　
と
が
で
き
た
。

「
非
破
壊
検
査
に
よ
る

　
古
文
書
の
比
較
検
証
」
を

　
学
び
、
そ
の
正
確
さ
に
驚

　
か
さ
れ
た
。

◆
映
像
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
の
活
用
法

    

講
師 

渡
邉
哲
意

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
そ
の
活
用

「
建
造
物
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
と
ど
う
な
る
か
？
」

◆
最
新
の
Ａ
Ｒ
／
Ｖ
Ｒ
を
学
ぶ

    

講
師 

長
澤
可
也 

　
湘
南
工
科
大
学
教
授
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
応
用
学
　

　
で
玉
縄
城
址
の
Ａ
Ｒ
／
Ｖ
Ｒ
は
可
能
か
？

◆
市
民
学
芸
員
大
活
躍

館
内
展
示
の
見
や
す
い
可
視
化
、

学
芸
員
の
創
造
性
で
大
改
造
。

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

も
め
ざ
ま
し
く
館
内
は
一
層
楽

し
い
体
験
学
習
の
場
に
な
っ
た
。

◆
収
蔵
品
や
活
動
記
録
映
像
は

上
村
学
芸
員
、
展
示
民
具
補
修

は
川
上
学
芸
員
、
収
蔵
品
の
資

料
カ
ー
ド
管
理
と
デ
ジ
タ
ル
入

力
は
松
本
妙
学
芸
員
が
担
当
し
た
。

令
和
三
年
の
玉
縄
歴
史
館
で
は
多
彩
な
講
師
に
よ
る
玉
縄
城
址
や
重
文
古
民
家
を
最
新
の
表
現
で

可
視
化
す
る
連
続
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
開
設
し
た
。

◆
歴
史
講
座
　

「
蒔
田
の
吉
良
氏
が
玉
縄
城
へ
避
難
」

　
阿
諏
訪
青
美
　

　
横
浜
歴
史
博
物
館
　
中
世
史
学
芸
員

　
戦
国
史
の
大
事
件
（
１
５
６
０
）
上
杉
氏
の
越

山
・
関
東
侵
略
に
よ
る
後
北
条
氏
の
対
応
、
蒔
田

城
の
吉
良
氏
の
三
百
人
の
華
麗
な
行
列
が
玉
縄
城

へ
避
難
。
玉
縄
城
の
役
割
・
関
係
し
た
家
臣
・
玉

縄
城
域
の
人
の
関
わ
り
方
を
学
ぶ
。

◆
地
域
文
化
財
の
調
査
研
究
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展

鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
で
開
催
し
た
「
戦
国
時
代

の
鎌
倉
展
」
を
玉
縄
歴
史
館
に
移
し
、
当
会
の
資

料
を
加
え
て
展
示
し
た
。

　
十
月
に
は
鎌
倉
芸
術
祭
に
参
加
、
古
民
家
と
ギ

ャ
ラ
リ
ー
を
舞
台
に
「
大
竹
正
芳
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル

ド
展
」
で
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
で
新
境
地
を
開
い
た
、

大
竹
正
芳
画
伯
が
は
じ
け
た
。

◆
中
・
近
世
の
石
塔
調
査

　
市
民
学
芸
員
に
よ
る
数
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ―

ク
で
実
現
し
た
。
玉
縄
城
域
の
玉
縄
城
家
臣
屋
敷

の
や
ぐ
ら
と
石
仏
の
調
査
開
始
、
龍
寳
寺
に
あ
る

江
戸
期
松
平
陣
屋
所
縁
の
七
十
基
の
石
塔
を
学
芸

員
全
員
で
調
べ
、
時
代
の
比
較
、
域
内
の
古
刹
の

石
塔
を
見
学
し
た
。

　
さ
ら
に
旧
鎌
倉
で
大
巧
寺
や
極
楽
寺
忍
性
墓
や

上
杉
憲
方
の
石
塔
を
調
べ
、
学
芸
員
が
知
恵
と
汗

を
か
き
一
丸
と
な
り
玉
縄
城
域
の
石
塔
群
と
旧
鎌

倉
の
比
較
検
証
と
相
違
点
を
話
し
合
っ
た
。
玉
林

美
男
講
師
の
助
言
と
県
立
生
命
の
星
博
物
館
専
門

学
芸
員
地
質
学
者
山
下
浩
之
講
師
か
ら
石
塔
の
素

材
安
山
岩
と
相
模
大
地
と
の
関
わ
り
を
学
ん
だ
。

 

　
三
年
が
か
り
の
こ
れ
ら
の
成
果
を
「
玉
縄
城
下

の
石
塔
展
」
と
し
て
、
令
和
四
年
一
月
か
ら
四
月

ま
で
展
示
で
き
た
の
は
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
。

 

対
談
　
「
上
杉
謙
信
越
山
と
関
東
管
領
職
就

任
儀
式
」
阿
諏
訪
青
美
／
伊
藤
一
美

◆
令
和
四
年
三
月

龍
寳
寺
「
玉
縄
歴
史
館 

観
光

ト
イ
レ
」
が
完
成
。
神
奈
川
県

か
ら
助
成
を
う
け
る
。

◆
当
会
１
５
年
の
玉
縄
城
址
、

玉
縄
歴
史
館
の
市
民
活
動
に

対
し
神
奈
川
県
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

活
動
奨
励
賞
を
、

黒
岩
祐
治
知
事
か
ら
受
け
た
。

◆
視
聴
覚
教
材
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
費
用
・
撮
影
費
用
は
公
財

大
成
建
設
自
然
・
歴
史
基
金
助

成
金
を
活
用
し
た
。
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地
域
文
化
財
ガ
イ
ド
育
成
講
座
全
十
回
、

市
民
学
芸
員
育
成
講
座
全
八
回
開
催

◆
五
月
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展
『
鎌
倉
の
城
郭
展
』
城
郭
史
　
　

　
学
者
大
竹
正
芳
三
十
年
の
成
果
。
鎌
倉
の
城
郭
技
術
の

　
集
積
が
玉
縄
城
を
難
攻
不
落
の
城
と
し
た
。

◆
玉
縄
城
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
調
べ
（
玉
林
講
師
）

「
玉
縄
城
五
つ
の
拠
点
」
の
存
在
が
大
き
く
浮
か
ん
だ
。

◆
「
西
の
拠
点
」
と
「
東
の
拠
点
」
の
探
索
会
を
実
施
。

◆
九
月
学
芸
員
企
画
『
鎌
倉
の
自
然 
蝶
・
野
鳥
・
魚
』

　
三
人
の
研
究
者
の
写
真
展
が
大
き
な
評
判
と
な
っ
た
。

文
化
庁 

令
和
四
年
度
文
化
芸
術
振
興
費
補
助

鎌
倉
・
玉
縄
城
址
を
活
か
す
歴
史
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
事
業

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

の
出
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

縄
文
土
偶
の
レ
プ
リ
カ
づ

く
り
に
挑
戦
し
た
。

鎌
倉
女
学
院
高
等
学
校

か
ら
「
社
会
体
験
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
が
七
月
か
ら
十

月
ま
で
三
十
二
名
参
加
し

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
だ
。

一
、
玉
縄
城
域
の
発
掘
成
果
か
ら
み
え
て
く
る
も
の

　
玉
縄
城
の
総
構
え
、
五
つ
の
拠
点
の
役
割
り
と
は
。

　
本
丸
と
池
状
遺
構
、
七
曲
殿
館
、
東
の
防
衛
拠
点
「
綱
成
　

　
の
館
」
西
の
防
衛
拠
点
は
「
清
水
小
路
」
渡
内
、
高
谷
。

二
、
三
つ
の
時
代

◆
伊
勢
宗
瑞
と
北
条
氏
綱
・
氏
時(

１
５
１
２
～
１
５
４
２)

　

　
鎌
倉
大
戦
の
三
浦
道
寸
と
宗
瑞
の
攻
防
。
そ
の
後
、
宗
瑞

　
は
極
楽
寺
、
化
粧
坂
、
荏
柄
天
神
周
辺
の
道
普
請
を
行
う
。

　
海
路
の
発
達
、
房
総
へ
の
侵
攻
、
武
家
の
古
都
鎌
倉
の
再
　

　
建
。
氏
綱
は
命
が
け
で
鶴
岡
八
幡
宮
の
造
営
。
綱
成
と
大

　
長
院
殿
の
婚
姻
に
よ
り
北
条
氏
の
御
一
家
衆
と
な
る
。

◆
氏
康
と
綱
成
（
１
５
４
３
～
１
５
６
０
）

　
上
杉
謙
信
の
越
山
、
関
東
侵
略
に
よ
り
、
関
東
に
緊
張
が

　
走
り
、
城
の
増
強
。
玉
縄
城
『
塀
作
事
』
陶
山
文
書

◆
氏
繁
と
氏
勝
（
１
５
６
０
～
１
５
９
０
）

　
玉
縄
城
主
の
氏
繁
と
新
光
院
殿
の
婚
姻
、
玉
縄
城
主
の
役
割
　

　
と
文
化
活
動
。
蹴
鞠
場
、
池
状
遺
構
、
氏
繁
の
鷹
の
絵
、
出
　

　
陣
次
第
、
麓
の
館
「
池
状
遺
構
」
の
様
相
は
、
室
町
文
化
と

　
鎌
倉
文
化
の
融
合
。
秀
吉
の
全
国
統
一
、
徳
川
家
康
の
仲
介

　
で
玉
縄
城
は
開
城
す
る
。

三
、
玉
縄
城
の
謎

◆
諏
訪
壇
と
八
幡
宮
の
謎
。
発
生
は
い
つ
か
、
何
処
か
。

◆
城
郭
考
古
学
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
。
鎌
倉
時
代
の
城
郭

　
の
継
承
。
小
田
原
城
と
は
全
く
ち
が
う
城
郭
。

　　
令
和
五
年
度
に
は
「
玉
縄
城
の
真
実
」
を
検
証
。

　
玉
縄
城
の
本
当
の
姿
を
玉
縄
城
跡
発
掘
調
査
報
告
三
十
一

　
カ
所
を
も
と
に
検
証
し
、
広
大
な
玉
縄
城
の
役
割
を
城
郭

　
考
古
学
の
考
察
を
加
え
て
証
明
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
荒
井
幸
子

十
一
月
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

「
戦
国
時
代
の
鎌
倉
・
玉
縄
城
域
の
隠
さ
れ
た
真
実
」

玉縄城周辺の地形 S29年 航空写真 S29年

鎌倉鎮護の城、玉縄城は伊勢宗瑞が武家の古都鎌倉を守り、関東に民のための国づくりを念じ造られた。
鎌倉街道の要所に五角形の本丸と広大な城域を持つ城の様相が、近年の研究によって解明されてきた。
上の航空写真は昭和29年の米軍撮影、右の図は市文化財課作成の玉縄城周辺の地形図である。
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こ
の
二
つ
の
活
動
は
当
会
の
活
動
の
原
点
で
あ

り
骨
格
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。
活
動
参
加
者

の
減
少
・
高
齢
化
等
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
ス

ポ
ッ
ト
的
に
高
校
生
た
ち
が
参
加
し
た
り
し

て
、
増
加
の
兆
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
一
人
の
高
校
生
は
当
会
の
会

員
と
な
り
、
活
動
に
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
七
曲
坂

「
歴
史
の
道
七
曲
坂
」
の
美
化
活
動
は
鎌
倉
市

の
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
（
市
と
の
覚
書
に
よ
る
当
面
の
実
施
期

間
は
２
０
２
５
年
１
０
月
末
ま
で
）
。
今
年
は

１
５
年
目
。
毎
月
第
４
土
曜
日
に
「
ア
ダ
プ

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
手
作
り
の
幟
を
掲
げ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

（
ト
ピ
ッ
ク 

）

 

七
曲
坂
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
わ
れ
た
冠
木
門

は
、
２
０
１
２
年
の
玉
縄
城
築
城
５
０
０
年
祭

用
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
ベ
ニ
ヤ
板
作
り
。

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
も
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
ま
し
た

が
、
倒
壊
の
危
険
が
迫
っ
て
き
た
た
め

本
年
６
月
４
日
に
解
体
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

七
曲
坂
と
市
民
緑
地
の
定
例
清
掃

◆
市
民
緑
地

 

「
市
民
緑
地
（
太
鼓
櫓
址
）
」
の
美
化
活
動

は
、
２
０
１
２
年
の
市
民
緑
地
開
設
と
同
時
に

設
立
さ
れ
た
「
玉
縄
城
緑
地
愛
護
会
」
（
メ
ン

バ
ー
は
当
会
会
員
と
ほ
ぼ
同
じ
）
が
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
１
０
年
目
。

 

（
ト
ピ
ッ
ク
）

 

①
近
年
各
地
の
山
林
で
見
ら
れ
る
ナ
ラ
枯
れ
の

症
状
が
２
０
２
０
年
、
市
民
緑
地
の
コ
ナ
ラ
の

大
木
２
本
に
も
現
れ
ま
し
た
。
う
ち
１
本
は
市

が
早
め
に
伐
採
、
一
本
は
２
０
２
２
年
８
月
に

強
風
に
よ
り
根
こ
そ
ぎ
倒
れ
ま
し
た
。

 
ナ
ラ
枯
れ
の
木
が
無
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

市
民
緑
地
が
明
る
く
な
り
本
丸
方
面
の
見
通
し

も
よ
く
な
り
ま
し
た
。

 

②
市
民
緑
地
の
範
囲
は
２
０
１
７
年
に
拡
大
さ

れ
、
み
ど
り
こ
ど
も
園
の
南
側
の
真
竹
林
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

 

当
会
は
２
０
２
１
年
末
か
ら
こ
の
真
竹
林
の
整

備
に
取
り
組
み
、
今
年
は
真
竹
林
か
ら
堀
切
に

上
る
歩
行
ル
ー
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

緑
地
で
の
そ
の
他
の
活
動
と
特
別
な
こ
と

◆
市
民
緑
地
の
野
草
　
ツ
ル
ボ

  

夏
の
終
り
頃
に
淡
い
ピ
ン
ク
と
少
し
紫
色
の

混
ざ
っ
た
可
憐
な
穂
状
の
花
を
付
け
ま
す
。
今

年
も
「
植
木
１
号
市
民
緑
地
（
太
鼓
櫓
址
）
」

の
案
内
板
前
に
可
憐
な
花
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
同
じ
時
期
に
咲
く
ヤ
ブ
ラ
ン
と
間
違
い
易

い
が
、
ツ
ル
ボ
は
葉
が
少
な
く
柔
ら
か
い
。
葉

を
揉
む
と
仄
か
に
ネ
ギ
の
よ
う
な
香
り
が
し
ま

す
。
ヤ
ブ
ラ
ン
は
葉
が
多
く
硬
い
と
い
う
違
い

が
有
り
ま
す
。

 

名
前
の
ツ
ル
ボ
は
、
球
根
の
皮
を
む
く
と

ツ
ル
ツ
ル
坊
主
に
な
る
事
か
ら
付
い
た
ら
し

い
。
来
年
も
沢
山
咲
い
て
く
れ
る
よ
う
に
期
待

し
ま
し
ょ
う
。

                            

副
会
長
　
増
川
勇
次
郎

◆
七
曲
坂
と
市
民
緑
地
の
美
化
清
掃

　 

玉
縄
城
址
を
美
し
く
保
全
す
る
た
め
の

奉
仕
で
す
。
城
守
（
し
ろ
も
り
）
の
気
分
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

（
作
業
日
）

 

市
民
緑
地
： 

毎
月
第
３
土
曜
日
　

 

七
曲
坂   

： 

毎
月
第
４
土
曜
日

 

（
時
間
）

 

午
前
９
時
～
１
１
時

 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

 

用
具
は
用
意
し
て
い
ま
す
。

 

０
４
６
７－

４
５－

７
４
１
１

今年10月、高校生3人が加わり華やいだ

フクロウの巣箱かけ後、清掃を行った
市民緑地の12人（うち鎌女生6人）

「玉縄城址環境インストラクター育成講座」
蹴鞠場の刈払いを終えて

初めて開催した「大人の緑地体験会」の
参加者（三角平場）

ツルボ は
キジカクシ科の草本

２
０
２
１
年
度
は
、
「
玉
縄
城
址
環
境
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
育
成
講
座
」
、
玉
縄
城
址
子
ど
も

探
検
隊
に
加
え
、
初
め
て
大
人
の
緑
地
体
験
会

（
１
６
人
参
加
）
を
行
い
ま
し
た
。

  

今
年
は
さ
ら
に
、
城
址
中
心
部
の
緑
地
の
刈

払
い
の
拡
大
等
も
計
画
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
等
で
の
清
泉
女
学
院
の
事
情
に
よ
り
、
学
校

内
の
緑
地
で
の
活
動
は
一
時
中
断
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

 

こ
の
た
め
、
「
玉
縄
城
址
学
芸
員
育
成
講
座
」

（
「
玉
縄
城
址
環
境
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
育
成

講
座
」
か
ら
名
称
変
更
）
の
一
部
や
他
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
活
動
場
所
を
変
更
し
て
実
施
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

 

今
年
、
学
校
外
で
の
緑
地
の
活
動
を
中
心
に
す

る
こ
と
で
、
玉
縄
城
址
全
体
の
緑
地
を
見
直
す

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

            

　
　
　
　
担
当
理
事
　
松
田
　
明
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